
 

 

 

 

 

 

今、改めて「探究」の在り方を問い直す！            小・中学校「未来市民教育」研修 
「そもそも『人』が探究的に学びたいと思うときはどんなときだと思いますか？」「子どもが他者の話を『聞

きたい』、他者に『伝えたい』と思うのはどんなときでしょう？」11月14日（火）に実施した小・中学校「未

来市民教育」研修では、講師の大阪大谷大学 四辻 伸吾 准教授から、このような問いかけがなされました。 

 今、社会の変化が激しく予測困難になっているなか、子どもたちが夢に向

かって学び続ける力や持続可能な社会を創造していく力を育成するため、未

来市民教育（総合的な学習の時間）を軸に、「探究的な学び」の実現をめざ

して取り組んでいる学校園が増えています。探究のプロセスを重視した学習

単元のデザインが重要ですが、その学びのカギとなるのが「知的好奇心」と

いう内発的動機です。 

 研修では、子どもたちの「知的好奇心」をくすぐり、「学びの必然性」を

もって探究に向かえるようにするには、プロセスの各段階（課題設定・

情報収集・整理分析・まとめ表現）において、どのような働きかけを大

切にするのか、「子どもの主体性」をテーマに学びました。ご講義の中

で、四辻先生からは、冒頭のようなたくさんの問いかけがあり、受講者

の先生方はそのたびに「なぜ？」「どうして？」と、対話を通して学び

合いました。まさに、探究の学びとは、子どもたちの「なぜ？」という

課題意識を大切にした学習であり、そのことが子どもたちの自己決定、

自己表現につながるのだと気付かせていただける研修となりました。受

講された先生それぞれが得た気付きを次のサイクルの起点に、また「ト

ライ＆エラー」で「探究」の授業づくりに取り組んでいただけるのでは

ないかと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいルーム秋の遠足                  教育支援センター（ふれあいルーム） 

青空が広がる行楽日和の11月９日（木）、生駒山麓公園へ遠足に行きました。

11月とは思えないぐらい暖かい日でしたが、生駒山はひんやりとした風が心地よ

く、紅葉もきれいでした。到着後、早速アスレチックに挑みました。高いところ

が苦手なルーム生に無理しないように伝えたら、「去年できなかったから今年はや

ってみたい」と自分の思いを話しました。チャレンジしたい気持ちが芽生えるに

は、仲間が応援してくれたり待ってくれたり、そして、何かあっても助けてもら

えるという基本的な信頼感が育まれたからこそ、出てきた発言だと思いました。 

アスレチックの後はみんなでお昼を食べて、汗だくになりながらレクリエーシ

ョンを楽しみました。 

感想には「怖かったけど挑戦してみて、できたことが自信になりました」「遠足

で印象に残ったことは、私ができるまで待ってくれたことです」「アスレチック

で助けてくれたり、レクリエーションも一緒にしてくれて、ありがとうと伝えた

いです」「一番うれしかったことは話し掛けてもらえたことです」などと書かれ

ていました。子どもたちにとって、仲間とともに過ごす楽しい１日になったよう

です。 
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「探究」と「対話」 
「トライ＆エラー」 

・そもそも探究とは何なのか、聴きたい伝えたい伝え合いたいと思えるような課題はどんなものなのか、具体

的な事例も踏まえてじっくり考える良い機会となりました。ぜひこれから実践につなげていきたいです。 

・いまの私たちや子どもたちにおいて、まずは当たり前を疑うところが全ての始まりにあるのではないかと感

じました。身近な生活の中に疑問を持つことが大切だと感じます。子どもたちへ、興味を持たせるような問

いかけ、学びに向かう意欲を掻き立てられるよう、努力したいです。 

「探究」について「対話」中！ 


